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　　　　　　　　　　 問題 と目的

　 知的障害特別 支援学校で は、障害種や状態が様 々 な生徒

が在籍 してい る。それ ぞれ に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの 方法が

異 なる中、か かわ りの 困難 さが双方に あ り、仲間関係の 形

成が難 しい。高津
・
阿部 （2012） は、集団での ゲ

ー
ム 的活

動 を題材 に、物理 的 ・人 的手が か りの 見直しを行 い 、生徒
の役割活動や多様な振 り返 りの 機会を設 定す る ことで、生

徒の 主 体的な活 動や 仲間同 士 の かか わ りを促進 す るこ とが

可能で ある と報告 した 。 そ の 評価 方 法 は生徒の 活動を課題

分析 し、授業 VTR を見返 して細 か く分析す る とい う手法で

あ っ た が 、 教育活動 と して の 授業は個別教育計画に よっ て

内容が設 定され て お り、各生 徒に お ける 活動参加 の 評 価だ

けで な く、そ の 教育効果を個別教育計画に合わせ て評価す

る こ とが必 要 で ある と考え た。また、細か な分 析は教育現

場にお い て は コ ス トが大きい とい う課題がある。

　　よっ て 本研究で は、特別支援学校の 「生活 単元 」 授業に

お ける、個別教育計画 に基づ い た個の 評 価 と、教員の コ ス

　トを考慮 した評価の あ り方につ い て検討 した。
　　　　　　　　　　　　方法
1 ，対象 ： 知的 匡轄 特 別支援学校中学部の

一
学級 （開始時第 2

学年） を対象 と した。所属す る生徒は主障害として 自閉性

障 害、ウ ィ リア ム ス 症 候群、脳性まひ が あ り、知的障害の

程 度 は 中度 か ら重度 と、多様なニ
ーズを有 して い る。

　分 析 と授 業評 価お よび 個の 評価は 、学級担任 が 行 っ た。
2 ．実施期間

・
場所： X 年 6 月か らX＋2年 2月ま で、3．4．5．8

月 を除 く約 16 か 月 、「生活 単元」授業に て 月 に 1〜4 時 間程

度、対象学級の 教室にて実施 した。

3 ．授業内容： 本単元は年間を通 して 実施 し、1年 目の ゲーム

内容 は 「ボ ウ リン グ」、2年 目にゲーム を変更 し 「的あて」

を選択 した。活動の 内容は、各生徒 の 個別 教育計画 の 目標

に沿 っ て 決定 し、目標に合わせ た評価の 観点を授業の 課題

分析に照らしあわせ て それぞれ 設 定 した。授業を 実施 し生

徒の 個別 目標の 変化 や 課題 遂行 の 分析 をも とに、活動の 流

れおよび物理的 ・人的環境の 改善を行 っ た （Table1）。
1）A 条件1 ボ ウリン グゲーム ： 2 人 × 3 チーム で、2 人が交
互 に ピ ン に向か っ てボ

ー
ル を転 が し、2 ゲーム の 合計得点で

勝敗を競っ た。 1期 （6、7 月） で は、教員が生徒か ら距離

を置き、各生徒の 個別 の 役割設定 を した。n 期 （9〜エ2 月〉
で は、各生徒の 役割 を増や し、仲間との 協同活動を設 定 し

た cIH 期 〔1、 2月 ）では、物理的環境の 改善 （立 ち位置ツ
ー

ル 、動 線を阻害 して い た 机の 除去 ） を行 っ たe

2 ）B 条itt　x的当て ゲ
ー

ム ：3 人 × 2チ
ー

ム で 3人が 同時 に床

にある的に向 か っ て球 を投げ、合計得点で勝敗を競っ た。
基本的な流れや教員配置はボ ウリン グゲ

ー
ム と同様に し、

　1期は 3 ゲーム ずつ 、且期は 5 ゲ
ー

ム ずっ 行っ た。
4．評 価方 法：授業を VTR 撮影 し、各期に 1〜2回、生徒の

各活 動の 遂行 レベ ル （自発、教員 の 言葉 が け、指差 し、グ

対物の 提示、身体ガイ ダン ス 、機会な し） と仲間との かか

わ りを記 録 し分析を行 っ た。

　 A 条件で は、生徒の 各活動 を課 題分析 し、全 て の 行 動 を

評価 した。 また、 仲間 との かかわ りにつ い ては、5sイ ン タ
ーバ ル レ コ

ー
ディ ン グに よ り計 測 した生起時 間を総時間で

割 り、生起 率を算出 した。B 条件で は、1期は 同様にすべ

て の 行 動 を評価 した。皿期で は、個別 教育計画 の 目標 とな

る箇所を抜き出 し、個別の 評価表（簡易版〉を作成 した 。 仲間

との か かわ りにつ い て は 「友達と行っ た」の 項 目を加えた。
　　　　　　　　　　結果と考察
　
一
例として 生徒 A の 結果 の

一
部を Fjg．1 に示 した。

生徒 A は 自閉性 障害の あ る男子生 徒で あ っ た。授業中の 離

席や立く、頭や体 をた た くとい っ た 自傷行動 がみられ、授

業 へ の 参加 に困難 さが 見 られ た。教員の 促 しに は 応 え るこ

ともあ るが、友達 か らの 呼び 掛けに はほ とん ど応 じ られ て

い な か っ た。生徒 A の 個別教 育計 画の 目標か ら 「友達 と
一

緒に活動 に参加 するこ とが で きる」、その 観点の ひ とっ とし

て 「友達か ら順番を伝え られた後、投球 ライ ン に 自発 的に

移動する」 こ とを標的行動 と して設 定 した 。

ボ ウ リン グ 1 期 に個別 の 役 割、皿期 に仲 間 との 活動 を設定

し皿期に動線 を整理 した とこ ろ、生徒 A は友達の かか わ り

に応 じて 移 動す る こ とがで きた。ゲーム 内容の 変更や活動

機会 の 増加 とい う条件の 変更に伴い、遂行 レ ベ ル が下 が っ

た が、お よそ 高い 水 準 で維持で きて い た。
　教員 に よる評価は、A 条件で は各回 2 時間ほ ど要 して い た

が、B 条件 H 期で は各回 20分程度に減少 した。授業を行い

なが らの 評価表 の 記入 も検討 した。
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